
Pauline Letters

フィリピの信徒への手紙：学びの手引
き
キリストを知ることは、圧力の中の喜びと共同生活をどう形づくりますか。

フィリピの信徒への手紙は、パウロが投獄中でも、喜びを共同体の福音への協力と結び付

けます。キリストの謙遜と高挙が、一致への呼びかけを形づくります。キリストを知ろう

とするパウロの追求、協力者の奉仕、フィリピの人々の物質的支援が、信仰を具体的にし

ます。この学びは既存の七回の読書計画に沿い、親しまれる節を励ましの標語として切り

離さず、手紙の流れの中で読みます。

背景の中で手紙を読む

パウロは囚人として、以前から宣教に協力してきた信徒に書いています。使徒言行録16章はフィリピの共

同体の背景を伝えます。投獄地にはローマ、エフェソ、カイサリアが提案されますが、手紙自体は都市を

記しません。パウロ自身の著作とは広く認められますが、現在の形が別々の手紙をまとめたものかを論じ

る研究者もいます。謙遜と忠実さの教えは、年代の全問題の解決を前提としません。

聖書の参照箇所: フィリピの信徒への手紙 1章1～30節 · フィリピの信徒への手紙 4章10～23節

出典: primary, brown

論の流れをたどる

冒頭の感謝から、投獄についての証言と、ふさわしく共に生きる招きへ進みます。キリストの自己献身が

模範となり、テモテとエパフロディトが体現します。パウロは次に、キリストを知ることを中心的な追求

として述べ、和解、祈り、満足、献金を扱います。喜びは苦悩の否定を求めません。キリストによる力と

は、乏しさと豊かさの中での忠実さであり、個人の全野心の成功保証ではありません。

聖書の参照箇所: フィリピの信徒への手紙 2章1～30節 · フィリピの信徒への手紙 3章1節 – フィリピの信徒への手紙 4章23節

出典: primary



感謝と協力

フィリピの信徒への手紙 1章1～11節

パウロはフィリピの信徒を愛情をもって思い起こし、福音への継続的な参加を神に感謝します。その祈り

は、感情の強さだけで十分とせず、愛を識別力と結び付けます。協力には共通の目的と、キリストによっ

て善い実を結ぶ生活を忍耐強く育てることが含まれます。

考えてみよう

共同体の愛は、より寛大になると同時に、どう識別力を深められるでしょうか。



苦難の中の希望

フィリピの信徒への手紙 1章12～30節

投獄はパウロの移動を制限しますが、証しを終わらせてはいません。生と死への考察も共同体の成長と結

び付いています。苦しみ自体を善とは呼びません。キリストにある希望が苦しみへの向き合い方を変え、

信徒に孤立ではなく共に立つことを求めます。

考えてみよう

自分の状況がまだ決着しなくても、パウロはフィリピの人々に何を望みますか。



イエスの模範

フィリピの信徒への手紙 2章1～11節

対抗意識を戒める訴えは、キリストが自らを低くし、死に、高められたことへ進みます。歴史的なキリス

ト教の解釈は、キリストの完全な神性と真の人性との連続性の中で読みます。謙遜は他者への積極的な配

慮であり、人間の価値の否定ではありません。キリストの物語が、共同体の共に生きる行動の模範となり

ます。

考えてみよう

キリストについての記述は、その前の実際的な訴えをどう説明しますか。



顔と名前のある信仰

フィリピの信徒への手紙 2章12～30節

信徒の内での神の働きが、彼らの積極的な従順を支えます。続いてテモテの配慮とエパフロディトの犠牲

的な奉仕が、その従順を見えるものにします。エパフロディトの重病は、信仰不足への批判ではなく、憐

れみと回復への安堵を生みます。このような協力者を尊ぶことには、犠牲を際限なく求めるのでなく、そ

の弱さへの配慮が含まれるべきです。

考えてみよう

あなたの共同体で、忠実な奉仕を認め、具体的にもいたわるべき人は誰ですか。



追い求める価値があるもの

フィリピの信徒への手紙 3章1～21節

パウロは、かつて確信の根拠としていた資格を振り返り、それ以上にキリストを知ることを重んじます。

その希望にはキリストの苦しみと復活にあずかることが含まれますが、完全な成熟に到達したとは主張し

ません。この章は決定的な方向転換と継続的な追求を結び、霊的な誇りなしに歩み続ける余地を与えま

す。

考えてみよう

キリストを知ることが中心になれば、どのような地位の根拠が、あなたへの支配力を弱めるでしょう

か。



和解と平和

フィリピの信徒への手紙 4章1～9節

エボディアとシンティケは、一致へ助けを必要とする協力者として名を挙げられます。祈りと心を向ける

習慣が、この共同体の責任と共に語られます。平和は苦悩を隠したり必要な配慮を拒んだりする命令では

ありません。支え合う関係の中で、神に頼る生活を実践する招きです。

考えてみよう

対立を軽く扱わずに、第三者はどう和解を助けられますか。



満足と寛大さ

フィリピの信徒への手紙 4章10～23節

パウロは乏しいときも豊かなときも満ち足りることを述べつつ、フィリピの人々の物質的支援に感謝しま

す。キリストへの信頼は、変化する状況を耐え抜くことに関わります。贈り物は続いてきた協力を表し、

感謝の言葉は惜しみなく与えることも、尊厳を保って受け取ることも、キリスト者の生活の一部としま

す。

考えてみよう

パウロの応答では、満足することと具体的な援助を受けることがどう両立していますか。
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